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本当に神奈川は住みやすいのか
あなたの納めた税金を
「生まれて・育って・住んで良かった」
誇りある神奈川に。
今日より明日はきっといいことがある。
住み続けたい神奈川を目指して。

住み続けたい街
麻生区のために

石川ひろのり

石川ひろのり 決算特別委員会質問にて質疑
外国人観光客誘致事業について

この事業について、ラグビーワールドカップ、オリ
ンピック・パラリンピック開催に向けて、平成30
年度は約２億３千万円余、この３年間の合計では約
５億円の県税が使われている。そして、平成31年
度はさらに増額され２億６千万円の予算が執行中で
ある。県は外国人宿泊客増加のため1,000本のツ
アー作成などの取組みを行ったが、ラグビーワール
ドカップが盛り上がった中でも、私が調べたかぎり
では、県内外国人宿泊客数が伸びた実感がない。現
時点でどのように捉えられているのか。

現在、総括的な統計については、国、観光庁から
データが届いていない。ラグビーワールドカップ
期間中、横浜を中心に主要宿泊箇所に定期的にヒ
アリングをかけている。川崎市内、厚木市内のホ
テルでは欧米系を中心に外国人観光客が増加した
と聞いている。また、横浜、箱根でも同様の報道
もある。一方、「平日の宿泊が弱い」「東京都へ宿泊
が流れてしまった」など期待した効果がないとい
う話もあった。

この事業は、当初からラグビーワールドカップを観
戦に来る外国人観光客は滞在期間も長期になること
から、神奈川県に宿泊し県内を周遊してもらうため
の事業である。そして、宿泊客が増えることによっ
て県内の経済に大きく波及効果があり、県経済が活
性化されるとの説明が何度もあった。その中で、
1,000本ツアー作成に対し「本数ありきではなく、
質(中身)が大事である」と私は何度も指摘してき
た。しかし、３年間で約５億円の県税を使い、県内
市町村と連携し新たな観光地も発掘しながら1,000
本のツアーを作ったが、旅行会社が実際に利用して
いるツアーは200本ぐらいと報告があった。どれだ
けの外国人観光客がツアーに参加したのか。

1,000本のツアーについては、ウェブ、旅行会社
の商談会で発表しているが、何人の外国人が来た
かという正確な数は把握できていない。また、商
品化した約200コースの販売状況を旅行会社へヒ
アリングをしているが企業秘密とのことで、数字
については報告いただけない状況である。

これまで、1,000本の意義や費用対効果について
何度も質疑を重ねてきたが、結局、これだけの県
税と時間と人をかけてツアーを作ったにもかかわ
らず、このツアーを使った外国人観光客の来県者
数は不明、状況の把握も出来ていないという、こ
れが事実なんです。

県が行っている外国人観光客実態調査と絡めて観
光地の訪問者数把握を行うべきではないのか。

この調査については、外国人に対して意見を聞く
場として非常に貴重な調査である。今後、改善し
意見を伺い、現状を把握していくツールにしてい
きたい。

この答弁を聞いて県民の方に本当に理解、納得し
ていただけるのか私は疑念を持っている。来年の
オリ・パラ大会に向け今年度も約２億５千万円の
予算を計上し、同じ理由でできなかったでは済ま
されない。早急に対策を講ずるべきではないか。

ご指摘のとおり、しっかりと県民の皆様に結果が
分かるような形で説明責任を果たすことは基本だ
と考える。ラグビーワールドカップの結果を早急
に分析し、オリ・パラ大会に向けて、どう対応を
打っていくのか、客観的にお示しできる形で分析
をし、次につなげていきたい。

県民に対しては、その事業の費用対効果や県民還
元が明確に求められる。民間にできる事業は民間
に任せるなど、厳しい財政だからこそ、もっと県
民生活に密着した事業を優先するよう、県税の在
り方をを見直すべきと指摘しておく。

県立特別支援学校スクールバス介助員について

県立特別支援学校のスクールバス運営費において、
平成30年度のバス運行業務委託決算額が委託台数
110台で約10億円、今年度は６台増車されて予算
額が約13億５千万円となっている。１台当たりに換
算すると平成30年度は907万円、31年度は1,163
万円と約250万円増加している。理由は何か。

バス車両本体の調達価格及び運転手の賃金の上昇、
スクールバス介助員を含めた業務委託に順次変更
しているため、更新分における介助員費用の増加
が主な理由となっている。平成30年度は介助員を
含む業務委託は51台、平成31年度は介助員を含む
業務委託が84台となっている。この委託により学
校現場における管理事務量が削減された。

バス運転士はもちろん、介助員の方も同じ方が長
く勤められ乗車されることで、さまざまな障がい
を持つ児童・生徒、その保護者が安心して通学す
ることができると考える。しかし、最近の求人誌
のバス介助員募集を見ると、求人内容が週2、3日
からＯＫ。資格、経験不要。時給1,050円からと
いう契約社員・パートなどという形での募集が複
数ある。この求人をどう認識しているか。

そのような募集がなされていることは承知してい
る。その後、県仕様書に基づいて適正な介助員の
選択がされていると認識している。 

バス介助員について、民間に委託して民間の活力
を導入することは否定しない。しかし、当初の目
的である競争力が高まりサービスが向上したのか。
また、介助員に係る費用が下がったのか。全体の
検証を要望する。

介助員を委託することによって、介助員の賃金や
社会保険料、あるいは勤務時間の割り振り等の業
務が軽減されたというメリットがある。一方、石
川委員ご指摘のとおり、子どもたちにとってどう
かという点が一番大切だと考える。行政サービス
の向上とコストの削減。どういった形が最終的に
子どもたちに良いのかをしっかりと検証していく。 

農業の担い手不足について

農業の担い手不足が長年言われ続けており、その
理由として県西地域よりも川崎、横浜の就農希望
者が多いという課題があった。しかし、他県と比
較したときに、県西地域の魅力は決して引けをと
らない。かながわ農業活性化指針では、令和８年
までの担い手確保の目標数値も掲げられているが、
就農促進事業において積極的に県西地域をＰＲす
ることにより、神奈川全体の担い手不足の解消に
つながるのではないか。さらなる事業内容の検討
が必要ではないか。

現状、県西地域の就農率が低くなっている。その
中でも、横浜市に住んでいた方が中井町や相模原
市に移住をして就農する方も出てきている。移住
を伴う就農については、地元の市町村の支援も重
要と考え、小田原市や綾瀬市、愛川町などで就農
者に対する支援が行われている。県として、市町
村や農業委員会、農協などの関係機関とも連携し
市町村の支援策、就農希望者の意向を確認しなが
ら就農支援を行っていきたい。
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徹底的に
現場主義 県税の使い方を考える

主な質問

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

その他「公営企業会計について」「福祉タクシー
車両導入補助について」「高等学校奨学金につい
て」等質問しました。
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「より効果的な税金の使われ方に向けて」

石川ひろのり

　11月、「川崎市立西生田中学校創立50周年記念式典」
に出席。式典の中で、50年の歴史や現在の学校の様子な
ど、心のこもった手作りの発表を在校生が委員会活動を
絡めて伝えてくれました。50周年の節目。歴代教職員の
方々や、保護者、地域の皆さまの見守りやご尽力があっ
て発展してきたのだと感慨深く思うとともに、心温まる
素晴らしい式典でした。「伝統を次の50年へ」というテー
マの通り、良きものを大切に未来へとつなげてほしいと
願います。

▲

「川崎市立西生田中学校
　創立50周年記念式典」に出席

お名前

ご住所

TELご意見など

再生紙を使用しています。

石川ひろのりの活動への
ご支援（個人献金）のお願い

石川ひろのりの活動にご協力賜りたくご案内させていただきます。なお、寄付は税額控除の対象となりますので、ご相談くださいますようお願い申し上げます。

▼石川裕憲後援会　【郵便局】払込取扱票にて（口座番号 00200-7-52777）　【銀行】三井住友銀行 新百合ヶ丘支店  普通  口座番号 6902358

ボランティアスタッフ募集 石川ひろのり事務所では随時ボランティアスタッフを募集しています。広告用チラシ折り、ポスター掲示、街頭演説のお手伝いなど短時間
でもかまいません。皆様のご支援とご協力をお待ちしています。 ▼連絡先：TEL 044-455-6611

石川ひろのりの活動報告・委員会質問など詳しくはHPまたはFacebookにてご覧いただけます。

石川ひろのりへの
ご意見・ご質問をお待ちしております。

FAX 044-455-6614

1968 年11 月3 日生まれ　横浜市出身。旅行会社、飲食業を約20 年間経験。「行政とはサービス業である」との言葉に感銘を受け、37 歳で衆議院議員岩國哲人
事務所へ転職。その後、参議院議員公設秘書を経て、政策秘書資格を取得し参議院議員政策秘書を務める。衆議院議員 笠ひろふみ秘書、民主党第9区総支部麻生区
政策委員長・広報委員長を経て、2015年4月神奈川県議会議員に初当選。2019年4月22,811票の付託を頂き2期目の当選。麻生区在住。引きこもり支援相談士。
趣　　　味：ジョギング（湘南国際マラソン大会５年連続出場。自己べスト記録 3 時間29 分28 秒）　　家族：妻、子供一人
好きな言葉：「石の上にも３年」初めて社会人になる時に父親から言われ「どんなに苦しくても耐えること。そこで初めて全体が見える」という言葉を今でも忘れない。

プロフィール

　12月、麻生区内各地域で開催された、
毎年恒例の「餅つき大会」に参加。昨年
に引き続き、もち米をこねるところから
参加させて頂きました。地域の皆さんと
かけ声を掛け合いながら、楽しくついた
おもちは最高です。こうした伝統行事は
地域の方々の親睦を図り、子どもたちに
とっても貴重な食体験になります。長く
続いてきた地域の餅つき大会を、今後も
残していってほしいと願います。

▲

各町内会「餅つき大会」に参加

▲

「第５回 横浜マラソン」・
　「第14回 湘南国際マラソン」に出場

　10月、麻生区老人クラブ連合
会「第37回 スポーツ大会開会
式」に出席。各地域代表の皆さ
んによってボール送りや玉入
れ、綱引きなど、全10種目が
行われました。借り物競争に飛
び入り参加させて頂くなど、皆
さんと一緒に競技を楽しませて
頂きました。人生を多く重ね、
豊富な知識と経験を持たれてい
る皆さまから、大所高所でさま
ざまなご意見を頂いています。

人生100歳時代といわれる今。老人クラブ活動など地域を通じて、健康で楽しみ
ながら活動できる社会づくりが一層進むよう尽力して参ります。早朝より大会開催
に当たりご準備を頂いた皆さまお疲れ様でした。

▲

麻生区老人クラブ連合会
　「第37回 スポーツ大会開会式」に出席

県政報告（タウンニュース掲載）活動報告

　11月、「第5回横浜マラソン」に初出場。快晴の空の下、横浜
マラソンの名物である首都高を気持ちよく走ることが出来まし
た。タイムは3時間47分14秒という結果でしたが、山下公園や
みなとみらい地区のたくさんの応援や、新たな発見をしながら横
浜を走ることができ素晴らしい大会でした。
　そして、12月には「第14回湘南国際マラソン」に６年連続で
出場。湘南の風、きれいな富士山や江の島を眺めながら走る神奈
川ならではの風景を感じながらの３時間37分31秒。なんとか完
走することができました。今後もマラソンのように粘り強く政策
課題に取り組んで参ります。

徹底的に
現場主義

「小児医療費助成事業費補助の格差是正」などについて川崎市よりヒアリング
　6月、一般質問において県補助金「ひとり親家庭医療費助成事業」の政令市と一般市の補助基準の格差について質疑を行い、
11月に川崎市選出の県議会議員で「令和2年度 県の予算編成に対する要請書」について、川崎市の担当局からヒアリングを行い
ました。その際、一般質問での知事答弁と川崎市担当局との認識の違いを改めて伺いました。この格差は「小児医療費助成事業」
「重度障害者医療費給付事業」においても同様に川崎市より是正を要請されています。今後も、川崎市選出の県議会議員として地域
の課題をしっかりと県行政に伝え、提案をし続けて参ります。


